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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局が、第１無線基地局配下の第１セルから、第２無線基地局配下の第２セルにハン
ドオーバする移動通信方法であって、
　前記移動局に対して、所望無線品質の測定及び報告を行うように指示するための指示情
報を送信する工程Ａと、
　前記第１無線基地局が、前記第２無線基地局に対して、前記第１セルに割り当てられて
いる識別情報を含むハンドオーバ要求信号を送信する工程Ｂと、
　前記第２無線基地局が、前記第１セルに割り当てられている識別情報に基づいて、前記
第２セルが測定対象エリア内のエリアであるか否かについて判定する工程Ｃと、
　前記第２セルが測定対象エリア内のエリアであると判定された場合、前記移動局に対し
て、前記指示情報を通知する工程Ｄとを有することを特徴とする移動通信方法。
【請求項２】
　前記工程Ｄにおいて、ハンドオーバ指示信号によって、前記移動局に対して、前記指示
情報を通知することを特徴とする請求項２に記載の移動通信方法。
【請求項３】
　所望無線品質の測定及び報告を行うように指示する指示情報を受信している移動局が、
第１無線基地局配下の第１セルから、第２無線基地局配下の第２セルにハンドオーバする
移動通信方法において該第２無線基地局として動作する無線基地局であって、
　前記第１無線基地局から、前記第１セルに割り当てられている識別情報を含むハンドオ
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ーバ要求信号を受信するように構成されており、
　前記第１セルに割り当てられている識別情報に基づいて、前記第２セルが測定対象エリ
ア内のエリアであるか否かについて判定するように構成されており、
　前記第２セルが測定対象エリア内のエリアであると判定された場合、前記移動局に対し
て、前記指示情報を通知するように構成されていることを特徴とする無線基地局。
【請求項４】
　ハンドオーバ指示信号によって、前記移動局に対して、前記指示情報を通知するように
構成されていることを特徴とする請求項３に記載の無線基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰでは、特定の移動局ＵＥに所望無線品質を測定させて報告させる「ＭＤＴ（Ｍ
ｉｎｉｍｉｓａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｄｒｉｖｅ　Ｔｅｓｔｓ）」という手法が議論されてい
る。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＲ３６.８０５、「Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ
　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ-ＵＴＲＡ）；　Ｓｔｕｄ
ｙ　ｏｎ　ｍｉｎｉｍｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｄｒｉｖｅ-ｔｅｓｔｓ　ｉｎ　ｎｅｘｔ
　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｎｅｔｗｏｒｋｓ」
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＳ３７.３２０、「Ｒａｄｉｏ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ
　ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ　ｆｏｒ　ＭＤＴ」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述のＭＤＴでは、特定エリア内の不特定の移動局ＵＥに所望無線品質
を測定させて報告させる方法について規定されていない。
【０００５】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、特定エリア内の不特定の
移動局ＵＥに所望無線品質を測定させて報告させることができる移動通信方法を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の特徴は、移動局が、第１無線基地局配下の測定対象エリア外の第１セル
から、第２無線基地局配下の測定対象エリア内の第２セルにハンドオーバする移動通信方
法であって、前記第１無線基地局が、前記第２無線基地局に対して、ハンドオーバ要求信
号を送信する工程Ａと、前記第２無線基地局が、前記第１無線基地局に対して、所望無線
品質の測定及び報告を行うように指示するための指示情報を含むハンドオーバ指示信号を
含むハンドオーバ要求応答信号を送信する工程Ｂと、前記第１無線基地局が、前記移動局
に対して、前記ハンドオーバ指示信号を送信する工程Ｃとを有することを要旨とする。
【０００７】
　本発明の第２の特徴は、移動局が、第１無線基地局配下の測定対象エリア内の第１セル
から、第２無線基地局配下の測定対象エリア内の第２セルにハンドオーバする移動通信方
法であって、前記移動局に対して、所望無線品質の測定及び報告を行うように指示するた
めの指示情報を送信する工程と、前記第１無線基地局が、前記第２無線基地局に対して、
前記第１セルが測定対象エリア内のセルであることを示す測定対象エリア内情報を含むハ
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ンドオーバ要求信号を送信する工程と、前記第２無線基地局が、前記測定対象エリア内情
報に応じて、前記第１無線基地局に対して、前記指示情報を含まないハンドオーバ指示信
号を含むハンドオーバ要求応答信号を送信する工程と、前記第１無線基地局が、前記移動
局に対して、前記ハンドオーバ指示信号を送信する工程とを有することを要旨とする。
【０００８】
　本発明の第３の特徴は、移動局が、第１無線基地局配下の測定対象エリア内の第１セル
から、第２無線基地局配下の測定対象エリア内の第２セルにハンドオーバする移動通信方
法であって、前記移動局に対して、所望無線品質の測定及び報告を行うように指示するた
めの指示情報を送信する工程と、前記第１無線基地局が、前記第２無線基地局に対して、
前記第１セルに割り当てられている識別情報を含むハンドオーバ要求信号を送信する工程
と、前記第２無線基地局が、前記第１セルに割り当てられている識別情報に応じて、前記
第１無線基地局に対して、前記指示情報を含まないハンドオーバ指示信号を含むハンドオ
ーバ要求応答信号を送信する工程と、前記第１無線基地局が、前記移動局に対して、前記
ハンドオーバ指示信号を送信する工程とを有することを要旨とする。
【０００９】
　本発明の第４の特徴は、移動局が、第１無線基地局配下の測定対象エリア内の第１セル
から、第２無線基地局配下の測定対象エリア外の第２セルにハンドオーバする移動通信方
法であって、前記第１無線基地局が、前記第２無線基地局に対して、ハンドオーバ要求信
号を送信する工程Ａと、前記第２無線基地局が、前記第１無線基地局に対して、所望無線
品質の測定及び報告を停止するように指示するための指示情報を含むハンドオーバ指示信
号を含むハンドオーバ要求応答信号を送信する工程Ｂと、前記第１無線基地局が、前記移
動局に対して、前記ハンドオーバ指示信号を送信する工程Ｃとを有することを要旨とする
。
【発明の効果】
【００１０】
　以上説明したように、本発明によれば、特定エリア内の不特定の移動局ＵＥに所望無線
品質を測定させて報告させることができる移動通信方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を説明するための図であ
る。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すシーケンス図であ
る。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すシーケンス図であ
る。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すシーケンス図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システム）
　図１乃至図５を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムについて説
明する。
【００１３】
　図１に示すように、本実施形態に係る移動通信システムは、Ｏ＆Ｍ（Ｏｐｅｒａｔｉｏ
ｎ　＆　Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ）サーバと、移動管理ノードＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ
　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）と、無線基地局ｅＮＢとを具備している。
【００１４】
　本実施形態に係る移動通信システムは、測定対象エリア内のセルにおける不特定の移動
局ＵＥに所望無線品質を測定させて報告させるように構成されている。
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【００１５】
　図２に示すように、Ｏ＆Ｍサーバ或いは移動管理ノードＭＭＥは、測定対象エリア内の
セルを管理する無線基地局に対して、測定対象エリアを識別する「エリアＩＤ」や測定対
象エリア内に含まれるセルを識別する「セルＩＤ（ＣＧＩ（Ｃｅｌｌ　Ｇｌｏｂａｌ　Ｉ
ｄｅｎｔｉｔｙ）やＰＣＩ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｅｌｌ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）等）」や
、ＭＤＴとして測定すべき所望無線品質や、ＭＤＴにおける測定結果の報告方法等につい
て、事前に設定するように構成されている。
【００１６】
　以下、図３乃至図５を参照して、本実施形態に係る移動通信システムの動作について説
明する。
【００１７】
　第１に、図３を参照して、本実施形態に係る移動通信システムにおいて、移動局ＵＥが
、無線基地局ｅＮＢ＃Ａ配下の測定対象エリア外のセル＃Ａから、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂ
配下の測定対象エリア内のセル＃Ｂにハンドオーバする場合の動作について説明する。
【００１８】
　図３に示すように、移動局ＵＥが、セル＃Ａにおいて、ＲＲＣ_Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ状
態である場合に、ステップＳ１００１において、無線基地局ｅＮＢ＃Ａは、無線基地局ｅ
ＮＢ＃Ｂに対して、「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」を送信する。
【００１９】
　ここで、無線基地局ｅＮＢ＃Ａは、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂに対して、「ＨＯ　Ｒｅｑｕ
ｅｓｔ」によって、セル＃Ａが測定対象エリア外のセルであることを示す測定対象エリア
外情報を送信してもよい。
【００２０】
　或いは、無線基地局ｅＮＢ＃Ａは、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂに対して、「ＨＯ　Ｒｅｑｕ
ｅｓｔ」によって、セル＃Ａに割り当てられている識別情報、例えば、セルＩＤやエリア
ＩＤ等を送信してもよい。
【００２１】
　ステップＳ１００２において、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂは、受信した「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅ
ｓｔ」に応じて、移動局ＵＥに送信すべき「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ」を生成し、無線基地
局ｅＮＢ＃Ａに対して、かかる「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ」を含む「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ
　Ａｃｋ」を送信する。
【００２２】
　ここで、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂは、上述の測定対象エリア外情報又はセル＃Ａに割り当
てられている識別情報に基づいて、セル＃Ａが測定対象エリア外のセルであることを検出
する。
【００２３】
　その結果、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂは、所望無線品質の測定及び報告を行うように指示す
るための「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」を生成し、無線基地
局ｅＮＢ＃Ａに対して、「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ」内の「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ
」によって、かかる「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」を送信す
る。
【００２４】
　ステップＳ１００３において、無線基地局ｅＮＢ＃Ａが、移動局ＵＥに対して、上述の
「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」を含む「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎ
ｄ」を送信する。
【００２５】
　その結果、移動局ＵＥは、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」
に基づいて、測定対象エリア内のセル＃Ｂにハンドオーバした後、所望無線品質を測定し
て報告する。
【００２６】
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　第２に、図４を参照して、本実施形態に係る移動通信システムにおいて、移動局ＵＥが
、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂ配下の測定対象エリア内のセル＃Ｂから、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃ
配下の測定対象エリア内のセル＃Ｃにハンドオーバする場合の動作について説明する。
【００２７】
　図４に示すように、移動局ＵＥが、セル＃Ｂにおいて、ＲＲＣ_Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ状
態である場合に、ステップＳ２００１において、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂは、無線基地局ｅ
ＮＢ＃Ｃに対して、「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」を送信する。
【００２８】
　ここで、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂは、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃに対して、「ＨＯ　Ｒｅｑｕ
ｅｓｔ」によって、セル＃Ｂが測定対象エリア内のセルであることを示す測定対象エリア
内情報を送信してもよい。
【００２９】
　或いは、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂは、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃに対して、「ＨＯ　Ｒｅｑｕ
ｅｓｔ」によって、セル＃Ｂに割り当てられている識別情報、例えば、セルＩＤやエリア
ＩＤ等を送信してもよい。
【００３０】
　ステップＳ２００２において、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃは、受信した「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅ
ｓｔ」に応じて、移動局ＵＥに送信すべき「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ」を生成し、無線基地
局ｅＮＢ＃Ｂに対して、かかる「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ」を含む「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ
　Ａｃｋ」を送信する。
【００３１】
　ここで、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂは、上述の測定対象エリア内情報又はセル＃Ｂに割り当
てられている識別情報に基づいて、セル＃Ｂが測定対象エリア内のセルであることを検出
する。
【００３２】
　なお、セル＃Ｂ及びセル＃Ｃが、同じ測定対象エリアに存在しており、「Ｍｅａｓｕｒ
ｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」内の情報要素に変更点がない場合、無線基地
局ｅＮＢ＃Ｃは、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂに対して、「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ」内
の「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ」によって、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａ
ｔｉｏｎ」を送信しなくてもよい。
【００３３】
　ステップＳ２００３において、無線基地局ｅＮＢ＃Ａが、移動局ＵＥに対して、「ＨＯ
　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ」に含まれている「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ」を送信する。
【００３４】
　その結果、移動局ＵＥは、測定対象エリア内のセル＃Ｃにハンドオーバした後、セル＃
Ｃの場合と同様の所望無線品質を測定して報告する。
【００３５】
　第３に、図５を参照して、本実施形態に係る移動通信システムにおいて、移動局ＵＥが
、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃ配下の測定対象エリア内のセル＃Ｃから、無線基地局ｅＮＢ＃Ｄ
配下の測定対象エリア外のセル＃Ｄにハンドオーバする場合の動作について説明する。
【００３６】
　図５に示すように、移動局ＵＥが、セル＃Ｃにおいて、ＲＲＣ_Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ状
態である場合に、ステップＳ３００１において、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃは、無線基地局ｅ
ＮＢ＃Ｄに対して、「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」を送信する。
【００３７】
　ここで、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃは、無線基地局ｅＮＢ＃Ｄに対して、「ＨＯ　Ｒｅｑｕ
ｅｓｔ」によって、セル＃Ｃが測定対象エリア内のセルであることを示す測定対象エリア
内情報を送信してもよい。
【００３８】
　或いは、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃは、無線基地局ｅＮＢ＃Ｄに対して、「ＨＯ　Ｒｅｑｕ
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ｅｓｔ」によって、セル＃Ｃに割り当てられている識別情報、例えば、セルＩＤやエリア
ＩＤ等を送信してもよい。
【００３９】
　ステップＳ３００２において、無線基地局ｅＮＢ＃Ｄは、受信した「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅ
ｓｔ」に応じて、移動局ＵＥに送信すべき「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ」を生成し、無線基地
局ｅＮＢ＃Ｃに対して、かかる「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ」を含む「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ
　Ａｃｋ」を送信する。
【００４０】
　ここで、無線基地局ｅＮＢ＃Ｄは、上述の測定対象エリア内情報又はセル＃Ｃに割り当
てられている識別情報に基づいて、セル＃Ｃが測定対象エリア内のセルであることを検出
する。
【００４１】
　その結果、無線基地局ｅＮＢ＃Ｄは、所望無線品質の測定及び報告を行うように指示す
るための「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ（Ｄｅｌｔａ　Ｃｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）」を生成し、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃに対して、「ＨＯ　Ｒｅｑｕ
ｅｓｔ　Ａｃｋ」内の「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ」によって、かかる「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅ
ｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ（Ｄｅｌｔａ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）」を送
信してもよい。
【００４２】
　ステップＳ３００３において、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃが、移動局ＵＥに対して、上述の
「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ（ｄｅｌｔａ　ｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎ）」を含む「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ」を送信する。
【００４３】
　その結果、移動局ＵＥは、測定対象エリア外のセル＃Ｄにハンドオーバした後、所望無
線品質の測定及び報告を停止する。
【００４４】
　本実施形態に係る移動通信システムによれば、測定対象エリア内の不特定の移動局ＵＥ
に所望無線品質を測定させて報告させることができる。
【００４５】
　以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。
【００４６】
　本実施形態の第１の特徴は、移動局ＵＥが、無線基地局ｅＮＢ＃Ａ（第１無線基地局）
配下の測定対象エリア外のセル＃Ａ（第１セル）から、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂ（第２無線
基地局）配下の測定対象エリア内のセル＃Ｂ（第２セル）にハンドオーバする移動通信方
法であって、無線基地局ｅＮＢ＃Ａが、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂに対して、「ＨＯ　Ｒｅｑ
ｕｅｓｔ（ハンドオーバ要求信号）」を送信する工程Ａと、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂが、無
線基地局ｅＮＢ＃Ａに対して、所望無線品質の測定及び報告を行うように指示するための
「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ（指示情報）」を含む「ＨＯ　
Ｃｏｍｍａｎｄ」を含む「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ（ハンドオーバ要求応答信号）
」を送信する工程Ｂと、無線基地局ｅＮＢ＃Ａが、移動局ＵＥに対して、「Ｍｅａｓｕｒ
ｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」を含む「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ（ハンドオー
バ指示信号）」を送信する工程Ｃとを有することを要旨とする。
【００４７】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ａにおいて、無線基地局ｅＮＢ＃Ａは、セル＃
Ａが測定対象エリア外のセルであることを示す測定対象エリア外情報を含む「ＨＯ　Ｒｅ
ｑｕｅｓｔ」を送信し、工程Ｂにおいて、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂは、測定対象エリア外情
報に応じて、上述の「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ」を送信してもよい。
【００４８】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ａにおいて、無線基地局ｅＮＢ＃Ａは、セル＃
Ａに割り当てられている識別情報（セルＩＤ又はエリアＩＤ）を含む「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅ
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ｓｔ」を送信し、工程Ｂにおいて、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂは、セル＃Ａに割り当てられて
いる識別情報に応じて、上述の「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ」を送信してもよい。
【００４９】
　本実施形態の第２の特徴は、移動局ＵＥが、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂ（第１無線基地局）
配下の測定対象エリア内のセル＃Ｂ（第１セル）から、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃ（第２無線
基地局）配下の測定対象エリア内のセル＃Ｃ（第２セル）にハンドオーバする移動通信方
法であって、移動局ＵＥに対して、所望無線品質の測定及び報告を行うように指示するた
めの「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」を送信する工程と、無線
基地局ｅＮＢ＃Ｂが、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃに対して、セル＃Ａが測定対象エリア内のセ
ルであることを示す測定対象エリア内情報を含む「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」を送信する工
程と、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃが、測定対象エリア内情報に応じて、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂ
に対して、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」を含まない「ＨＯ
　Ｃｏｍｍａｎｄ」を含む「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ」を送信する工程と、無線基
地局ｅＮＢ＃Ｂが、移動局ＵＥに対して、かかる「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ」を送信する工
程とを有することを要旨とする。
【００５０】
　本実施形態の第３の特徴は、移動局ＵＥが、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂ配下の測定対象エリ
ア内のセル＃Ｂから、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃ配下の測定対象エリア内のセル＃Ｃにハンド
オーバする移動通信方法であって、移動局ＵＥに対して、所望無線品質の測定及び報告を
行うように指示するための「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」を
送信する工程と、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂが、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃに対して、セル＃Ｂに
割り当てられている識別情報（セルＩＤ又はエリアＩＤ）を含む「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ
」を送信する工程と、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃが、セル＃Ｂに割り当てられている識別情報
に応じて、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂに対して、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎ」を含まない「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ」を含む「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａ
ｃｋ」を送信する工程と、無線基地局ｅＮＢ＃Ｂが、移動局ＵＥに対して、かかる「ＨＯ
　Ｃｏｍｍａｎｄ」を送信する工程とを有することを要旨とする。
【００５１】
　本実施形態の第４の特徴は、移動局ＵＥが、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃ（第１無線基地局）
配下の測定対象エリア内のセル＃Ｃ（第１セル）から、無線基地局ｅＮＢ＃Ｄ（第２無線
基地局）配下の測定対象エリア外のセル＃Ｄ（第２セル）にハンドオーバする移動通信方
法であって、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃが、無線基地局ｅＮＢ＃Ｄに対して、「ＨＯ　Ｒｅｑ
ｕｅｓｔ」を送信する工程Ａと、無線基地局ｅＮＢ＃Ｄが、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃに対し
て、所望無線品質の測定及び報告を停止するように指示するための「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅ
ｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」を含む「ＨＯ　Ｃｏｍｍａｎｄ」を含む「ＨＯ　Ｒ
ｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ」を送信する工程Ｂと、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃが、移動局ＵＥに対
して、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ」を含む「ＨＯ　Ｃｏｍ
ｍａｎｄ」を送信する工程Ｃとを有することを要旨とする。
【００５２】
　本実施形態の第４の特徴において、工程Ａにおいて、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃは、セル＃
Ｃが測定対象エリア内のセルであることを示す測定対象エリア外情報を含む「ＨＯ　Ｒｅ
ｑｕｅｓｔ」を送信し、工程Ｂにおいて、無線基地局ｅＮＢ＃Ｄは、測定対象エリア内情
報に応じて、上述の「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ」を送信してもよい。
【００５３】
　本実施形態の第４の特徴において、工程Ａにおいて、無線基地局ｅＮＢ＃Ｃは、セル＃
Ｃに割り当てられている識別情報（セルＩＤ又はエリアＩＤ）を含む「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅ
ｓｔ」を送信し、工程Ｂにおいて、無線基地局ｅＮＢ＃Ｄは、セル＃Ｃに割り当てられて
いる識別情報に応じて、上述の「ＨＯ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ」を送信してもよい。
【００５４】
　なお、上述のＯ＆Ｍサーバや移動管理ノードＭＭＥや無線基地局ｅＮＢや移動局ＵＥの
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動作は、ハードウェアによって実施されてもよいし、プロセッサによって実行されるソフ
トウェアモジュールによって実施されてもよいし、両者の組み合わせによって実施されて
もよい。
【００５５】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【００５６】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、Ｏ＆Ｍサーバや移動管理ノードＭＭＥや無線基地局ｅＮＢや移動局ＵＥ内
に設けられていてもよい。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコン
ポーネントとしてＯ＆Ｍサーバや移動管理ノードＭＭＥや無線基地局ｅＮＢや移動局ＵＥ
内に設けられていてもよい。
【００５７】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【００５８】
ＵＥ…移動局
ｅＮＢ…無線基地局
ＭＭＥ…移動管理ノード
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